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主
た
る
報
告
並
び
に
提
案
事
項

平
成
二
年
度
事
業
結
果
報
告

″
　

　

会
計
決
算
報
と
ロ

、
平
成
四
年
度
事
業
計
画
案

ル
　

　

会
計
予
算
案

、
代
議
員
会
討
議
決
決
定
事
項

に
積
極
的

有
意
義
な
総
会

に
す
る
為

に
参
加
し
町
内
発
展

の
為

大
い
に
出
し
ま
し
よ
う
。

梅
の
蓄
も
よ
う
ゃ
く
ほ
こ
ろ
び
か
け

ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝

の
事
と
拝
察
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
年
は
地
方
選
挙
に
お
ぃ
て
待

望
の
河
南
地
区
よ
り
早
川
市
長
が
誕

生
し
、
当
町
内
も
益
々
の
発
展
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
ヽ
平
成
三
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
や
い
て
当
西
新
井
町
の
歴
史
の

一
真
に
値
す
る
優
勝
旗
五
本
を
獲
得

す
る
と
ぃ
ぅ
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
こ

と
は
、
町
内
皆
様
の
一
致
団
結
の
賜

―
＝

――
――
掛
―ｌ
ｉｌ
到
４
馴
鋤
釧
瑚
釧

町
内
納
涼
祭
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

今
年
度
も
自
治
会
主
催
の
納
涼
祭
は

七
月
二
十
八
日
に
各
種
団
体
の
協
力

を
得
て
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
ｆ

歌
と
踊
り
と
憩
い
の
タ
ベ
の
一
時
を

通
ご
さ
れ
参
加
者
も
大
変
満
足
さ
れ

た
よ
ぅ
で
し
た
。

尚
．
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
町
民
各

位
め
睡
か
い
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た

さ
れ
好
評
を
得
ま
し
た
。

町
民
の
参
加
は
も
う

一
歩
の
感
が
あ

り
ま
し
た
が
、
来
年
度
の
一
層
の
参

加
を
期
待
致
し
ま
す
。

文
化
部
長
　
須
永
恭
生
談

第

一
回
の
試
み
で
あ
り
実
施
に
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
園
芸
愛
好
会
の

皆
様
を
中
心
と
し
て
各
種
団
体
の
協

力
を
得
て
成
功
裡
に
終
了
出
来
ま
し

た
事
に
対
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

の
要
望
を

物
と
深
く
感
謝
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
キ
ニ

月
に
は
自
治
会
と
し
て

始
め
て
の
文
化
祭
を
実
施
、
非
常
に

大
成
功
で
ぁ
り
ま
し
た
。

平
成
三
年
度
総
会
は
二
月
末
の
日
曜

日
を
予
定
し
て
ぉ
り
、
町
内
費
に
つ

き
ま
し
て
は
極
力

一
率
化
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

尚
．
町
内
発
展
に
対
す
る
要
望
を
期

待
し
て
ぉ
り
ま
す
故
、
総
会
に
多
数

の
皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
ぉ

り
ま
す
。
最
後
に
平
成
四
年
度
も
絶

大
な
る
御
協
力
を
お
願
ぃ
致
し
ま
す
。

自
治
会
長
　
須
永
三
郎

決
算
報
告
書
は
各
戸
宛
に
送
付
致
し

ま
し
た
が
参
考
ま
で
に
大
枠
を
付
記

致
し
ま
す
。

収

入

総

額

ニ
ハ
八
九
、
二
七
九
円

支

出

総

額
　
五
二
〇
、
三
〇
五
円

。

次
期
繰
越
金
　
一
六
八
、
九
七
四
円

井
の
問
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
大
き
な
議
題
と
し
て
八
幡

・
矢
場

川

（通
学
路
）
線
拡
巾
の
件
、
石
上
用

水
路
の
改
修
事
業
の
件
な
ど
に
対
し
、

市
側
は
地
元
民
の
同
意
の
も
と
前
向
き

に
検
討
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
。

祭
を
盛
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

グ
場
内
で
は
終
日
大
正
琴
が
演
奏
さ

れ
、
場
外
で
は
お
茶
会

ヾ

′
●
＾

催
さ
れ
ま

引
修

さ
れ
る

し
た
。
今
年
度
も
園
芸
愛
好
会
が
主

集
中
豪
雨
に
よ
る
床
下
浸
水
を
機
に

催
し
た
菊
花
盆
栽
展

当
時
か
ら
の

そ
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ

平
成
二

名
物
の
つ
る
し
鍋
も
継
承
し
て
実
施

年
度
め
六
十
米

の
改
修
に
続
き
、
平

成
三
年
度
分
と
し
て
第
二
期
工
事

（
百
米
）
が
着
工
さ
れ
現
在
工
事
は
進

行
中
で
完
成
後
は
周
囲
の
住
民
の
水

不
安
は
大
変
緩
和
さ
れ
そ
う
で
す
。

自
治
会
文
化
部
が
主
催
の
秋
の

祭
が
十

一
月
二
日
―
三
日
に
渡
り
実

施
さ
れ
、
会
場
に
は
菊
花

・
写
真

。

書
道

・
絵
画

・
生
花
が
飾
ら
れ
文
化

十

一
月
二
十
日
自

早
川
市
長
他
市
側
三

会
館
に
お
い
て

を
囲
ん
で
西
新

名 治

転
入
世
帯

転
出
世
帯

現
在
世
帯
政

十
九
世
帯

十
七
世
帯

三
百
四
十
六
世
帯

第
十

七
隣

組

安

第

十

八
隣

組

仲

〃
　
　
　
　
藤

〃
　
　
　
　
浜

″
　
　
　
　
　
石

″
　
　
　
　
小

″
　
　
　
　
相

第

十

九

隣

組

高

第
二
十
五
隣
組
　
相

第
二
十
四
隣
組
　
古

〃
　
　
　
　
売

〃
　
　
　
　
本

〃
　
　
　
　
堀

し
ま
す
。

漱
入
者
を

平
成
三
年
度
中
の
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